
第
二
十
回
大
会
ま
で
の
歩
み

　
筑
波
大
学
哲
学
・
思
想
学
会
学
術
大
会
は
、
平

成
十
一
年
度
の
大
会
で
二
十
回
目
を
迎
え
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
機
会
に
こ
れ
ま
で
の
大

会
の
歩
み
を
振
り
返
っ
て
み
ま
し
た
。

創
立
大
会

　
　
　
　
　
昭
和
五
十
五
年
十
二
月
六
日
一
土
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
筑
波
大
学
第
一
学
群
D
棟

〔
研
究
発
表
〕

ー
　
カ
ン
ト
の
自
由
論
　
　
　
　
　
河
口
　
　
仲

2
　
ω
胃
芽
撃
ぎ
津
に
つ
い
て
　
　
　
中
平
　
浩
司

3
　
『
現
代
の
批
判
』
一
キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
一
の
提
起

　
　
す
る
間
題
局
面
を
め
ぐ
っ
て
　
河
上
　
正
秀

4
　
山
片
幡
桃
と
荘
績

　
　
－
無
鬼
論
と
神
滅
論
－
　
　
　
柳
沢
　
　
南

5
　
新
宗
教
の
宗
教
意
識
と
聖
典

　
　
1
『
お
ふ
で
さ
き
』
の
文
体
に
つ
い
て
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
島
薗
　
　
進

6
　
P
ニ
ア
ィ
リ
ッ
ヒ
神
学
に
お
け
る
存
在
論
の

　
　
役
割
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
新
藤
　
泰
男

世
界
史
の
哲
学
に
つ
い
て

　
　
東
京
教
育
大
学
名
誉
教
授

第
二
回
犬
会

下
村
寅
太
郎
氏

　
　
　
　
　
　
昭
和
五
十
七
年
三
月
十
七
日
一
水
一

　
　
　
　
　
　
　
　
筑
波
大
学
人
文
・
社
会
学
系
棟

〔
研
究
発
表
〕

1
　
現
代
法
哲
学
に
お
け
る
方
法
論
に
つ
い
て

　
　
ー
N
・
ル
ー
マ
ン
の
理
論
を
中
心
と
し
て
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
青
山
　
治
城

2
　
キ
ケ
ロ
に
お
け
る
雄
弁
と
知
の
結
合
関
係
の

　
　
意
義
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
藤
　
　
益

古
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
に
お
け
る
ア
i
ト
マ
ン

観
と
そ
の
発
展
　
　
　
　
　
　
高
木
　
哲
也

キ
リ
ス
ト
教
非
戦
・
一
王
義
の
国
家
観

－
メ
ノ
ナ
イ
ト
派
を
中
心
に
し
て
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
野
　
　
毅

体
系
と
現
実

－
イ
ェ
ー
ナ
期
へ
ー
ゲ
ル
の
歴
史
哲
学
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
笹
澤
　
　
豊

O
o
嘗
寝
一
．
註
毒
O
o
9
3
窮
o
｛
望
ま
み
目
一
竃
α

○
葦
一
多
竃
ξ
　
　
　
　
　
睾
一
竃
じ
O
o
o
斤
一
轟

F
・
べ
ー
コ
ン
に
つ
い
て
　
　
石
井
栄
一

本
的
性
格
の
基
礎
理
論
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
瓶

孝
次

第
三
圓
大
会

　
　
　
　
昭
和
五
十
七
年
十
二
月
十
一
日
一
土
一

　
　
　
　
　
　
　
　
筑
波
大
学
人
文
・
社
会
学
系
棟

〔
研
究
発
表
〕

1
　
日
常
生
活
世
界
と
宗
教

　
　
－
現
象
学
的
社
会
学
派
の
批
判
的
考
察
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
星
川
　
啓
慈

2
　
現
象
学
的
還
元
に
つ
い
て
　
　
岸
　
　
恭
博

3
　
「
周
易
し
繋
辞
伝
の
倫
理
思
想
佐
藤
　
貢
悦

4
　
普
遍
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
荻
原
　
　
築

〔
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
〕

テ
ー
マ
「
現
代
社
会
に
お
い
て
思
想
は
い
か
に
生

　
　
　
き
る
カ
」

司
　
会
　
高
木
勘
弍

発
題
者
　
村
奈
範
通
、
新
藤
泰
男
、
舘
野
受
男
、

　
　
　
　
高
橋
進
、
巾
埜
肇

68

〔
記
念
講
演
〕

鈴
木
重
雄
著
門
幽
顕
哲
学
』

に
見
ら
れ
る
日



第
四
圓
大
会

　
　
　
　
昭
和
五
十
八
年
十
月
二
十
九
日
一
土
一

　
　
　
　
　
　
　
筑
波
大
学
人
文
・
社
会
学
系
棟

〔
研
究
発
表
〕

第
一
会
場

ユ
　
デ
カ
ル
ト
の
延
長
と
力
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
村
康
子

2
　
カ
ン
ト
の
物
白
体
説
に
、
関
す
る
一
考
察

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
村
　
勝
彦

3
　
メ
ソ
デ
ィ
ズ
ム
の
権
威
を
め
ぐ
る
一
考
察

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
中
　
　
弘

4
　
H
・
R
・
二
ー
バ
ー
の
類
型
論

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
柴
田
　
史
子

5
　
中
江
藤
樹
の
門
弟
た
ち
　
　
　
柴
田
ソ
ノ
カ

6
　
老
子
の
「
道
」
に
つ
い
て
　
　
内
村
　
嘉
秀

7
　
「
パ
ン
セ
」
の
読
み
方
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
飯
塚
勝
久

第
二
会
場

ユ
　
フ
レ
ー
ゲ
に
於
け
る
逆
理
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
子
浩
和

2
　
C
・
G
ユ
ン
グ
の
「
心
的
現
実
し
の
立
場
に

　
　
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
渡
辺
　
　
学

3
　
デ
イ
ル
タ
イ
に
お
け
る
「
了
解
」
の
一
考
察

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
森
本
　
　
司

4
　
プ
ロ
テ
ィ
ノ
ス
に
お
け
る
三
っ
の
ヒ
ュ
ポ
ス

　
　
タ
シ
ス
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
金
井
多
津
子

〔
公
開
講
演
〕

ホ
モ
一
サ
ピ
ェ
ン
ス
と
ホ
モ
・
ル
ー
デ
ン
ス

　
　
ー
ド
イ
ツ
の
大
学
と
日
本
の
大
学
－

　
　
　
　
　
　
早
稲
田
大
学
教
授
　
川
原
栄
峰
氏

第
五
圓
大
会

　
　
　
　
昭
和
五
十
九
年
九
月
二
十
九
日
（
土
一

　
　
　
　
　
　
　
筑
波
大
学
人
文
・
社
会
学
系
棟

〔
研
究
発
表
〕

第
一
会
場

1
　
　
『
純
粋
理
性
批
判
鐵
の
白
蘭
論
を
め
ぐ
る

　
　
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
・
セ
オ
リ
ー
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
保
呂
篤
彦

2
　
カ
ン
ト
の
感
覚
論
　
　
　
　
　
森
本
　
義
裕

3
　
へ
ー
ゲ
ル
の
イ
ェ
ー
ナ
初
期
の
反
省
概
念

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
澤
昧
　
　
進

4
　
「
生
活
泄
界
」
へ
の
ま
な
ざ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岸
　
　
恭
博

5
　
制
度
的
宗
教
と
民
俗
宗
教
　
　
山
中
　
　
〃

第
二
会
場

ー
　
二
ー
チ
ェ
の
ソ
ク
ラ
テ
ス
像

　
　
i
『
悲
劇
の
誕
生
』
及
び
閉
人
問
的
な
あ
ま

　
　
り
に
人
間
的
な
も
の
』
に
お
い
て
i

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菅
野
孝
彦

2
　
デ
ィ
ル
タ
イ
に
お
け
る
「
丁
解
」
と
「
構
造

　
　
連
関
」
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
森
本
　
　
司

3
　
現
人
神
思
想
の
一
側
面
　
　
　
イ
珂
　
　
益

4
　
「
神
に
似
る
こ
と
し
と
「
神
と
な
る
こ
と
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
介
多
津
子

5
　
江
戸
時
代
民
家
の
”
天
命
”
弘
醐
争

　
　
－
吉
益
東
洞
と
そ
の
周
辺
－
丸
山
　
敏
秋

〔
公
開
講
演
〕

口
本
語
と
日
本
文
化

　
　
　
　
学
習
院
大
学
名
誉
教
授
　
寛
　
恭
彦
氏

第
六
回
大
会

　
　
　
　
　
　
昭
和
六
十
年
十
一
月
九
日
一
土
一

　
　
　
　
　
　
　
筑
波
大
学
人
文
・
社
会
学
系
棟

〔
研
究
発
表
〕

第
一
会
場

ー
　
ガ
ダ
マ
ー
と
リ
ク
ー
ル

　
　
ー
蓋
然
性
の
存
在
論
的
基
礎
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
巻
田
悦
郎

2
　
へ
i
ゲ
ル
に
お
け
る
白
己
意
識
の
間
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
飛
田
　
　
満

3
　
デ
ィ
ル
タ
イ
に
お
け
る
発
生
論

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
森
本
　
　
司
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4
　
イ
ン
ド
に
お
け
る
神
の
存
在
論
的
証
明
と
仏

　
　
教
論
理
学
　
　
　
　
　
　
　
　
小
野
　
　
基

5
　
自
然
的
世
界
概
念
と
自
然
的
態
度

　
　
－
ア
ヴ
エ
．
ナ
リ
ウ
ス
と
フ
ッ
サ
ー
ル
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
宰
　
　
止
岱
尊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
戸
　
　
　
　
」
イ
↓
r

第
二
会
場

ユ
　
カ
ー
ル
・
ポ
ッ
パ
ー
の
進
歩
概
念

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
阿
内
　
正
弘

2
　
『
カ
ヘ
の
意
志
』
第
一
書
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ニ

　
　
ヒ
リ
ズ
ム
の
構
成
に
つ
い
て
　
菅
野
　
孝
彦

3
　
プ
ロ
テ
イ
ノ
ス
に
お
け
る
〈
見
る
こ
と
〉
の

　
　
意
味
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
金
井
多
津
子

〔
公
開
講
演
〕

仏
教
の
人
間
観

　
　
　
　
　
東
京
大
学
名
誉
教
授
　
平
川
　
彰
氏

第
七
圓
犬
会

　
　
　
　
　
昭
和
六
十
一
年
十
一
月
八
日
一
土
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
茗
渓
会
館

〔
研
究
発
表
〕

1
　
数
学
に
お
け
る
一
つ
の
構
成
概
念

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
子
浩
和

2
　
現
象
学
的
遼
元
に
つ
い
て
　
　
鈴
木
　
康
文

3
　
シ
ェ
i
ラ
ー
と
原
グ
ノ
ー
シ
ス
主
義

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
阿
内
正
弘

4
　
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
に
お
け
る
η
ア
ル
キ
テ
ク

　
　
ト
ニ
ケ
i
L
に
つ
い
て
　
　
　
石
井
　
雅
之

5
　
S
・
キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
に
お
け
る
真
蟄
の
概
念

　
　
に
つ
い
て

　
　
1
M
・
ト
イ
ニ
ッ
セ
ン
の
解
釈
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
倉
内
　
利
美

6
　
C
・
G
・
ユ
ン
グ
の
元
型
概
念
の
多
重
性

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
渡
邊
　
　
学

7
　
私
q
q
二
と
Φ
m
ε
ミ
負

　
　
－
門
エ
ン
ネ
ア
デ
ス
』
㎜
・
8
を
中
心
に
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
井
多
津
子

〔
公
開
講
演
〕

哲
学
と
文
化

　
　
　
　
　
　
東
京
大
学
教
授
　
伊
東
俊
太
郎
氏

第
八
圓
大
会

　
　
　
　
　
昭
和
六
十
二
年
十
一
月
七
日
（
土
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
茗
渓
会
館

〔
研
究
発
表
〕

1
　
A
・
ワ
ッ
ツ
の
禅
理
解
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
村
武
史

2
　
シ
ェ
ー
ラ
ー
の
近
代
観
　
　
　
阿
内
　
正
弘

3
　
リ
ク
ー
ル
の
「
素
朴
な
了
解
」
概
念

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
巻
田
悦
郎

4
　
七
十
年
代
以
降
の
ド
ゥ
ル
ー
ズ
の
歩
み
に
つ

　
　
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
小
谷
晴
勇

5
　
シ
ェ
リ
ン
グ
の
中
期
思
想
に
お
け
る
歴
史
観

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
尾
　
由
子

6
　
へ
ー
ゲ
ル
の
「
イ
ェ
ー
ナ
論
理
学
」
の
反
省

　
　
概
念
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
澤
味
　
　
進

7
　
家
族
的
類
似
性
の
概
念
が
意
味
す
る
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
坂
口
恭
久

8
　
フ
ッ
サ
ー
ル
の
現
象
概
念
　
　
鈴
木
　
康
文

9
　
ウ
イ
リ
ア
ム
・
ジ
ュ
イ
ム
ズ
に
お
け
る
「
意

　
　
識
」
の
機
能
に
つ
い
て
　
　
　
良
峯
　
徳
和

〔
公
開
講
演
〕

和
辻
倫
理
学
の
原
点

　
御
茶
の
水
女
子
大
学
名
誉
教
授
　
勝
部
真
長
氏

第
九
圓
大
会

昭
和
六
十
三
年
十
一
月
十
二
ー
ヨ
一
土
一

　
　
　
　
　
　
筑
波
大
学
大
学
会
館
特
別
会
議
室

〔
研
究
発
表
〕

ー
　
キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
と
へ
ー
ゲ
ル

　
　
ー
『
あ
れ
か
こ
れ
か
』
を
中
心
と
し
て
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
林
孝
裕

2
　
初
期
へ
ー
ゲ
ル
に
お
け
る
強
制
力
と
し
て
の

　
　
　
「
国
家
し
　
　
　
　
　
　
　
　
石
戸
谷
　
信

3
　
フ
ー
コ
ー
の
歩
み
を
め
ぐ
っ
て

70



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
谷
晴
勇

4
　
ジ
ェ
イ
ム
ズ
空
間
論

　
　
1
そ
の
意
義
と
問
題
点
－
　
　
良
峯
　
徳
和

5
　
死
の
研
究
一
臨
終
体
験
一
の
宗
教
的
意
味

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ー
ル
・
ベ
ッ
カ
ー

6
　
中
世
に
お
け
る
タ
ル
ム
ー
ド
研
究
の
伝
統

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
庁
□
　
　
　
欠
口

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
「
」
　
　
　
　
　
圭
丁

7
　
キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
に
お
け
る
レ
ッ
シ
ン
グ
像

　
　
1
『
哲
学
的
断
片
へ
の
完
結
的
非
学
問
的
後

　
　
書
き
』
を
中
心
と
し
て
－
　
　
谷
口
　
郁
夫

8
　
ア
ナ
ク
サ
ゴ
ラ
ス
の
く
知
性
v

　
　
l
目
的
論
と
の
か
か
わ
り
に
お
い
て
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
廣
川
　
洋
一

〔
公
開
講
演
〕

世
界
内
存
在
と
超
越

　
　
　
　
　
　
　
京
都
大
学
教
授
　
上
田
閑
照
氏

第
十
圓
大
会

　
　
　
　
　
　
平
成
元
年
十
一
月
十
一
日
一
土
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
茗
渓
会
館

〔
研
究
発
表
〕

ー
　
ス
ピ
ノ
ザ
の
現
代
性
と
は

　
　
－
現
代
の
ス
ピ
ノ
ザ
・
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
の
意

　
　
味
す
る
も
の
1
　
　
　
　
　
　
浅
野
　
俊
哉

2
　
初
期
へ
ー
ゲ
ル
に
お
け
る
「
白
然
」
、
「
所

有
」
、
「
国
家
」
　
　
　
　
　
　
石
戸
谷
　
信

両
性
具
有
の
シ
ン
ボ
リ
ズ
ム
と
女
性
教
祖

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
本
要
太
郎

言
語
表
現
か
ら
み
た
二
ー
チ
ェ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菅
野
孝
彦

現
代
ド
イ
ツ
に
お
け
る
自
己
意
識
理
論
の
一

局
面
　
　
　
　
　
　
　
　
　
飛
田
　
　
満

〈
出
来
事
と
意
味
〉
の
弁
証
法
と
歴
史
性

－
リ
ク
ー
ル
解
釈
学
の
形
成
過
程
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
巻
田
悦
郎

漢
代
思
想
の
一
側
面

－
鄭
玄
の
珊
詩
経
』
解
釈
に
つ
い
て
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堀
池
信
夫

〔
公
開
講
演
〕

学
問
体
系
の
精
神
史
的
性
格
に
つ
い
て

　
　
1
近
世
の
場
合
－

　
　
東
京
教
育
大
学
名
誉
教
授
　
下
村
寅
太
郎
氏

第
十
一
團
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
平
成
二
年
十
月
十
三
日
一
土
一

　
　
　
　
　
　
筑
波
大
学
大
学
会
館
特
別
会
議
室

－
　
忘
却
と
し
て
の
永
劫
回
帰
　
　
鈴
木
　
克
成

2
　
ク
セ
ノ
パ
ネ
ー
ス
の
神
観
　
　
小
野
寺
　
郷

3
　
へ
ー
ゲ
ル
の
η
主
人
と
奴
隷
L
の
弁
証
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
飛
旧
　
　
満

4
　
シ
ェ
ー
ラ
ー
に
お
け
る
「
価
値
の
専
制
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
可
㍉
　
　
r
L
ム

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド
p
　
　
一
ユ
弓

5
　
プ
ロ
テ
ィ
ノ
ス
に
お
け
る
個
々
の
魂
、
特
に

　
　
人
問
の
魂
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
子
多
津
子

〔
公
開
講
演
〕

型
と
日
本
文
化

　
　
　
　
国
際
基
督
教
大
学
教
授
　
源
　
了
圓
氏

第
十
二
圓
大
会

　
　
　
　
　
　
平
成
三
年
十
月
二
十
六
日
一
土
一

　
　
　
　
　
　
　
　
筑
波
大
学
人
文
・
社
会
学
系
棟

〔
研
究
発
表
〕

ー
　
イ
エ
ズ
ス
会
士
に
よ
る
『
四
書
』
の
翻
訳
・

　
　
紹
介
　
　
　
　
　
　
　
　
井
川
義
次

2
　
ス
ピ
ノ
ザ
に
お
け
る
主
体
概
念
の
特
殊
性

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
浅
野
俊
哉

3
　
　
「
中
心
」
の
シ
ン
ボ
リ
ズ
ム
の
形
而
上
学
的

　
　
意
味
に
つ
い
て
の
幾
つ
か
の
考
察

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
ア
ナ
・
ト
ル
フ
ァ
シ
ュ

4
　
シ
ェ
リ
ン
グ
の
超
越
論
的
観
念
論
に
お
け
る

　
　
絶
対
者
と
有
限
者
　
　
　
　
　
高
尾
　
由
子

5
　
遭
徳
形
而
上
学
の
基
礎
づ
け
と
し
て
の
椚
純

　
　
粋
理
性
批
判
』

　
　
ー
そ
の
初
版
お
よ
び
第
二
版
に
お
け
る
道
徳
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哲
学
と
超
越
論
哲
学
の
関
係
に
つ
い
て
の
論

　
　
述
を
め
ぐ
っ
て
－
　
　
　
　
　
保
呂
　
篤
彦

6
　
現
代
中
国
の
孔
子
批
判

　
　
－
仁
に
つ
い
て
i
　
　
　
　
　
別
府
　
淳
夫

〔
公
開
講
演
〕

日
本
的
宗
教
観
の
問
題

　
　
東
京
大
学
名
誉
教
授
・

　
　
　
　
　
比
較
思
想
学
会
会
長
　
田
丸
徳
善
氏

第
十
三
圓
大
会
平
成
四
年
十
月
二
十
四
日
一
土
一

　
筑
波
大
学
人
文
・
社
会
学
系
棟

〔
研
究
発
表
〕

1
　
禅
の
哲
学
的
解
釈
を
め
ぐ
っ
て

　
　
ー
西
田
に
お
け
る
純
粋
経
験
・
直
接
的
知
識

　
　
の
神
話
－
　
　
　
ジ
ョ
セ
フ
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン

2
　
イ
ン
ド
思
想
に
お
け
る
蜘
蛛
の
シ
ン
ボ
リ
ズ

　
　
ム
に
つ
い
て
　
　
リ
ア
ナ
・
ト
ル
フ
ァ
シ
ュ

3
　
カ
ン
ト
の
現
象
論
　
　
　
　
　
森
本
　
義
裕

4
　
「
コ
ギ
ト
・
ス
ム
」
と
主
体
性
の
形
而
上
学

　
　
－
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
と
デ
カ
ル
ト
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嗣
旧
遭
程

5
　
巡
礼
父
祖
の
歴
史
的
、
思
想
的
起
源
を
め

　
　
ぐ
っ
て
　
　
　
　
　
　
　
中
野
　
　
毅

6
　
ベ
ル
ク
ソ
ン
の
神
秘
主
義
理
解
に
つ
い
て
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第
十
四
圓
犬
会

棚
次

正
和

松
永
雄
二
氏

平
成
五
年
十
旦
二
十
日
一
土
一

筑
波
大
学
人
文
・
社
会
学
系
棟

〔
研
究
発
表
〕

ー
　
ハ
i
バ
ー
マ
ス
の
「
生
活
世
界
」
概
念

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
十
嵐
沙
千
子

2
　
法
然
の
選
択
本
頗
念
仏
説
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
清
水
邦
彦

4

道
家
思
想
に
お
け
る
「
知
る
こ
と
」
と
「
存

在
し
の
合
一
と
い
う
概
念
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
リ
ア
ナ
・
ト
ル
フ
ァ
シ
ュ

K
・
ロ
ー
レ
ン
ツ
の
「
進
化
論
的
認
識
論
し

に
お
け
る
「
態
度
」
の
問
題
　
森
本
　
　
司

道
徳
批
判
と
構
成
主
義
的
倫
理
学

ー
二
i
チ
エ
／
ス
ピ
ノ
ザ
の
同
一
性
と
差
異
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
浅
野
俊
哉

『
精
神
現
象
学
』
の
研
究
史
を
め
ぐ
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
飛
田
　
　
満

デ
ネ
ッ
ト
の
ヘ
テ
ロ
現
象
学
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
信
原
幸
弘

〔
公
開
講
演
〕

神
に
近
、
づ
く
と
は
い
か
な
る
こ
と
か

　
　
ー
へ
i
ゲ
ル
同
精
榔
現
象
学
』
の
生
成
と
構
造
－

　
　
　
　
　
　
　
　
東
北
大
学
教
授
　
上
妻
　
精
氏

第
十
五
圓
大
会
平
成
六
年
十
月
二
十
九
口
一
土
一

　
筑
波
大
学
人
文
・
社
会
学
系
棟

〔
研
究
発
表
〕

ー
　
ス
コ
ー
レ
ム
化
の
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
↓
一
　
　
、
ニ
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
［
木
　
　
刀
禾
－

2
　
ベ
ル
ク
ソ
ン
に
お
け
る
物
質
論
の
生
成
と
個

　
　
体
化
　
　
　
　
　
　
　
　
永
野
拓
也

3
　
夢
体
験
の
構
造
と
夢
解
釈
の
創
造
性

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
海
山
宏
之

4
　
千
年
王
国
論
的
民
衆
運
動
　
　
竹
㎜
洋
一
郎

5
　
朱
子
に
お
け
る
「
心
し
　
　
　
嚴
　
　
錫
仁

6
　
思
想
受
容
の
意
義

　
　
－
二
十
世
紀
初
顕
キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
思
想
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
河
上
正
秀

〔
公
開
講
演
〕

哲
学
と
宗
教
の
根
底
に
あ
る
も
の

　
　
　
　
東
京
大
学
名
誉
教
授

一
玉
城
康
四
郎
氏
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第
十
六
圓
大
会

平
成
七
年
十
月
十
四
日
一
土
一

筑
波
大
学
人
文
・
社
会
学
系
棟

〔
研
究
発
表
〕

ー
　
デ
カ
ル
ト
哲
学
と
象
徴
主
義
　
名
須
川
　
学

2
　
横
井
小
楠
の
中
国
観
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」
1
㌔
　
　
　
　
　
　
一
｝
．
∫
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
陽
　
　
　
ル
俸
一
巧

3
　
宗
教
に
お
け
る
身
体
－
宇
宙
の
「
対
応
」
の

　
　
問
題
　
　
　
　
　
　
　
　
久
保
田
将
之

4
　
o
o
葛
ε
a
o
ξ
巴
碧
；
一
に
お
け
る
シ
ン
ボ

　
　
ル
の
形
而
上
の
基
礎
、
づ
け
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
ア
ナ
・
ト
ル
フ
ァ
シ
ュ

5
　
キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
の
く
実
存
》
再
考

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
林
孝
裕

6
　
在
る
こ
と
の
主
観
的
定
位

　
　
1
「
－
見
ゆ
」
の
意
義
－
　
　
伊
藤
　
　
益

7
　
ホ
ワ
イ
ト
ヘ
ッ
ド
・
華
厳
・
西
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ケ
寸
　
ガ
叉
－
フ

〔
公
開
講
滅
〕

主
体
概
念
の
誕
生
■

　
　
1
巾
世
ス
コ
ラ
学
と
神
秘
思
想
に
お
け
る
超

　
　
越
論
哲
学
－

　
　
上
智
大
学
教
授

　
　
　
　
　
ク
ラ
ウ
ス
・
リ
i
ゼ
ン
フ
ー
バ
ー
氏

第
十
七
圓
大
会

平
成
八
年
十
月
十
九
日
一
土
一

筑
波
大
学
人
文
・
祉
会
学
系
棟

〔
研
究
発
表
〕

1
　
山
崎
弁
栄
の
宗
教
体
験
と
「
光
明
主
義
」
運
動

　
　
－
宗
教
学
か
ら
の
一
考
察
－
　
茸
…
　
　
潔

2
　
新
世
界
の
悪
魔
の
宗
教
学
的
閥
魑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
谷
口
智
子

3
　
・
し
と
幾
戒

　
　
’
　
　
　
1
干
」
1

　
　
ー
ゲ
ー
デ
ル
の
不
完
全
性
定
理
の
哲
学
的
イ

　
　
ン
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ー
　
　
　
宇
野
　
ヒ
直

4
　
カ
ン
ト
に
お
け
る
現
象
　
　
　
桝
矢
　
桂
一

s
　
人
は
い
か
に
し
て
虚
偽
を
志
向
し
う
る
か

　
　
！
二
－
チ
ェ
に
お
け
る
、
意
欲
と
認
識
の
裂

　
　
け
目
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
克
成

6
　
ロ
ム
バ
ッ
ハ
構
造
存
在
論
に
お
け
る
枇
界
概

　
　
念
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竹
村
喜
一
郎
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第
十
八
圓
大
会

〔
研
究
発
表
〕

市
倉
宏
祐
氏

平
成
九
年
十
月
二
十
五
、
日
一
土
一

　
筑
波
大
学
人
文
・
祉
会
学
系
棟

「
第
五
省
察
」
に
お
け
る
フ
ッ
サ
ー
ル
の
凶

我
概
念

－
他
我
構
成
論
に
お
け
る
二
義
性
を
め
ぐ
っ
て
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
林
秀
樹

ゼ
ノ
ン
刊
国
家
』
の
理
論
的
位
置

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
－

キ
リ
ス
ト
教
寺
院
の
シ
ン
ボ
り
ズ
ム
に
つ
い

て
　
　
　
　
　
リ
ア
ナ
・
ト
ル
フ
ァ
シ
ュ

ゲ
ー
ム
の
閉
題

ー
そ
の
哲
学
的
意
味
－
　
　
神
山
　
和
好

萄
子
思
想
の
構
成
と
体
系
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
．
1
，
1
］
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゼ
瀦
1
‡
帖

〔
公
開
講
演
〕

生
者
の
癒
し
・
死
者
と
の
共
食

　
－
エ
チ
オ
ピ
ア
の
旅
か
ら
1

　
　
　
寓
城
学
院
女
子
大
学
教
授

第
十
九
圓
大
会

山
形
孝
夫
氏

平
成
十
年
十
月
三
十
一
日
一
土
一

　
筑
波
大
学
人
文
・
杜
会
学
系
棟

〔
研
究
発
表
〕

1
　
「
た
た
り
」
の
存
在
論
的
意
味
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
喜
旧
川
仁
史

2
　
宮
沢
賢
治
に
お
け
る
宗
教
と
こ
と
ば

　
　
1
童
訴
集
『
注
文
の
多
い
料
理
店
』
に
お
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け
る
物
語
の
発
生
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
郁
之

3
　
　
「
全
体
」
の
生
き
生
き
し
た
把
握

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
幸
三

4
　
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
倫
理
学
の
進
展
と
友
愛
論

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
井
　
雅
之

5
　
近
代
日
本
に
お
け
る
初
期
キ
リ
ス
ト
教
「
聖

　
　
霊
派
」
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
池
上
　
良
正

〔
公
開
講
演
〕

「
過
去
の
実
在
し
再
考

　
　
　
　
　
　
　
　
東
北
大
学
教
授
　
野
家
啓
一
氏

　
＊
な
お
、
第
二
十
回
大
会
に
つ
い
て
は
、
彙
報

　
　
を
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。

〃


